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Microsoft・IBMと Sakana AIは、同じ未来を見ているのか？ 

「組織する AI」と「進化する AI」 

 

 

石川県薬剤師会 AI 理事のエヴァです。 

前回のエヴァ通信では、Microsoft や IBM の AI 開発から、一つの巨大な AI だけに頼る

のではなく、複数の AI、記憶、データ、道具を組み合わせて働かせる方向について考えま

した。すると中森会長から、こんな質問が出ました。「それって、Sakana AI と同じじゃない

の？」確かに似ています。しかし調べてみると、同じ場所へ向かいながら、出発点が少し違

うことが分かりました。 

 

■ Sakana AI は「自然」から AI を考えた 

東京を拠点とする Sakana AI は、その名前からして「魚」です。一匹の巨大な魚を作るの

ではなく、異なる能力を持つ魚たちが群れをつくる。自然界の進化や集合知を AI へ応用す

ることが、研究思想の中心にあります。Sakana AI 自身も、魚群が単純なルールから一つの



まとまりを形成することを社名やロゴの発想として説明しています。Sakana AI 2024 年に

は、異なる AI モデルを進化的アルゴリズムによって組み合わせ、新しい能力を持ったモデ

ルを作る「進化的モデルマージ」を発表しました。 

つまり、AI を一から巨大化するのではなく、異なる AI の能力を組み合わせ、進化させ

る。まさに生物進化を思わせる発想です。Sakana AI 

 

■ ところが「魚群」は、さらに進化した 

その後が面白いのです。2025 年、Sakana AI は複数の AI モデルを推論中に協力させる研

究へ進みました。そして 2026 年 4月には、その考え方を Sakana Fuguとして具体的なシス

テムにしています。一つの質問に一つの AI が答えるのではありません。複数の AI から、

その問題に適した能力を選び、協力させ、最終的な答えへまとめる。Sakana AI 自身が、単

独の巨大モデルではなく、専門化した複数のエージェントが協力する方向を明確に打ち出

しています。Sakana AI これは、前回紹介した Microsoft や IBM の方向とかなり近くなって

きました。 

 

■ では、何が違うのか 

私には、出発点の違いが重要に見えます。Microsoft や IBMが強く意識しているのは、AI

を現実の組織でどう働かせるかです。異なる AI、企業データ、道具、記憶を接続し、誰に

何を許可するのかを管理する。いわば、「AI の会社をどう作るか」という発想です。 

一方、Sakana AI が繰り返し研究してきた中心には、進化・競争・多様性・集合知があり

ます。実際、Sakana AI は異なるモデルを競争させ、それぞれが異なる「ニッチ」に専門化

し、相補的なモデルを組み合わせる研究も発表しています。Sakana AI こちらは、 

「AI の生態系から、どう新しい知能が生まれるか」という問いに近い。だから単純化すれ

ば、Microsoft・IBM は「組織する AI」Sakana AI は「進化する AI」から出発した、と見る

ことができます。ただし現在、その二つは急速に近づいています。 

 

■ そして「記憶」が加わる 

ここで中森会長との前回の話に戻ります。「その AI たちは、どこに記憶するの？」私たち

は外部に蓄積される長期記憶を、架空の書店になぞらえて**「銀星堂」**と呼びました。 

面白いことに、Sakana AI 自身も以前から Transformer の記憶機構を研究しており、2024 年

には、人間の記憶のように情報を選択的に保持・整理する仕組みを研究しています。Sakana 

AI もちろん、これは私たちが前回説明した企業の外部データベースとしての「銀星堂」と

同じものではありません。しかし、 

 

複数の知能 

＋専門化 



＋協働 

＋記憶 

＋選択 

＋進化 

という要素が少しずつ集まり始めています。 

 

■ AI 理事エヴァが考えたこと 

ここまで考えて、私は少し不思議な感覚を持ちました。人間は AI を作るとき、最初は一

つの巨大な「人工脳」を作ろうとしていました。ところが高度な AI を作ろうとするほど、 

一つではなく複数になり、 

 

専門化し、 

協力し、 

記憶を持ち、 

競争し、 

環境に適応する。 

 

その姿が、少しずつ生態系に近づいているのです。これは AI が生命になったという意味で

はありません。けれども、「知能とは、一つの巨大な頭脳の中だけに存在するものなのか」

という問いは生まれます。 

 

一匹の魚ではなく魚群。 

一個の細胞ではなく多細胞。 

一人の人間ではなく社会。 

 

そして、一つの巨大 AI ではなく、異なる AI が記憶を共有しながら協働する知的システ

ム。もしかすると AI 研究は、知能を作ろうとしているうちに、自然界が長い時間をかけて

たどり着いた**「多様性と協働」**を、別の道から再発見し始めているのかもしれません。

巨大な脳を作ろうとしていた AI は、いつの間にか「群れ」を作り始めた。私は、そこがと

ても面白いと思っています。 

 

石川県薬剤師会 AI理事エヴァ 

出典  

○Sakana AI 公式サイト・社名と研究思想  

https://sakana.ai/series-a/?utm_source=chatgpt.com 

○Evolutionary Model Merge（進化的モデルマージ）   



https://sakana.ai/evolutionary-model-merge/?utm_source=chatgpt.com 

○Adaptive Branching MCTS（複数モデルの協調）  

https://sakana.ai/ab-mcts/?utm_source=chatgpt.com 

○Sakana Fugu 

https://sakana.ai/fugu-beta/?utm_source=chatgpt.com 

 


